
(57)【要約】

【課題】　運転中に攪拌翼が故障等で停止した際に、処

理槽の処理有機物が過熱状態になって、可燃ガス発生等

の事故が起きるのを未然に防止する。

　【解決手段】　攪拌翼２で処理槽１内の有機物を攪拌

しながら、ヒータ装置４で加熱脱臭した空気を、加熱空

間７に導入して処理槽１の底部を加熱する。処理槽１内

の温度は、第１の温度センサ９の出力に基づいてヒータ

装置４のオンオフを制御して所定の範囲内に維持する。

そのような処理槽１の下部に第２の温度センサ１０を設

け、その検知温度の上昇率が所定値以上になったことで

攪拌翼２が停止したことを検知し、ヒータ装置４をオフ

にする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 処 理 対 象 の 有 機 物 を 入 れ る 処 理 槽 と 、 該 処 理 槽 内 で 回 転 し 、 処 理 槽 内 の 有 機 物 を 攪 拌 す
る 攪 拌 翼 と 、 前 記 処 理 槽 内 部 を 加 熱 す る 加 熱 装 置 と 、 前 記 処 理 槽 の 温 度 を 検 知 す る 第 １ の
温 度 セ ン サ と 、 該 第 １ の 温 度 セ ン サ の 出 力 に 基 づ い て 前 記 ヒ ー タ 装 置 の オ ン オ フ を 制 御 し
て 前 記 処 理 槽 内 の 有 機 物 の 温 度 を 所 定 の 範 囲 内 に 維 持 す る 制 御 装 置 と を 具 え た 有 機 物 処 理
装 置 で あ っ て 、
前 記 処 理 槽 下 部 に 第 ２ の 温 度 セ ン サ を 設 け 、 前 記 制 御 装 置 は 、 第 ２ の 温 度 セ ン サ の 検 知 温
度 の 上 昇 率 が 所 定 値 以 上 に な っ た と き 、 前 記 加 熱 装 置 を オ フ に す る こ と を 特 徴 と す る 有 機
物 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 温 度 セ ン サ と 第 ２ の 温 度 セ ン サ を 一 つ の 温 度 セ ン サ で 実 現 し た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 物 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 換 気 扇 付 き の 室 内 に 設 置 さ れ た 有 機 物 処 理 装 置 で あ っ て 、 前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 ２ の
温 度 セ ン サ の 検 知 温 度 の 上 昇 率 が 所 定 値 以 上 に な っ た と き 、 前 記 換 気 扇 を 作 動 さ せ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 有 機 物 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の 温 度 セ ン サ の 検 知 温 度 の 上 昇 率 が 所 定 値 以 上 に な っ た と き 、 そ の 時 の 日 時 を
記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ 又 は ３ に 記 載 の 有 機 物 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 処 理 対 象 の 有 機 物 を 入 れ る 処 理 槽 と 、 該 処 理 槽 内 で 回 転 し 、 処 理 槽 内 の 有 機 物 を 攪 拌 す
る 攪 拌 翼 と 、 前 記 処 理 槽 内 部 を 加 熱 す る 加 熱 装 置 と 、 前 記 処 理 槽 の 温 度 を 検 知 す る 第 １ の
温 度 セ ン サ と 、 該 第 １ の 温 度 セ ン サ の 出 力 に 基 づ い て 前 記 ヒ ー タ 装 置 の オ ン オ フ を 制 御 し
て 前 記 処 理 槽 内 の 有 機 物 の 温 度 を 所 定 の 範 囲 内 に 維 持 す る 制 御 装 置 と を 具 え た 有 機 物 処 理
装 置 で あ っ て 、
前 記 攪 拌 翼 の 回 転 数 を 検 知 す る 手 段 を 設 け 、 前 記 制 御 装 置 は 、 攪 拌 翼 の 回 転 数 が 所 定 値 以
下 に な っ た と き 、 前 記 加 熱 装 置 を オ フ に す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 物 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 換 気 扇 付 き の 室 内 に 設 置 さ れ た 有 機 物 処 理 装 置 で あ っ て 、 前 記 制 御 装 置 は 、 攪 拌 翼 の 回
転 数 が 所 定 値 以 下 に な っ た と き 、 前 記 換 気 扇 を 作 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記
載 の 有 機 物 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 攪 拌 翼 の 回 転 数 が 所 定 値 以 下 に な っ た と き 、 そ の 時 の 日 時 を 記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 有 機 物 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 微 生 物 に よ り 生 ゴ ミ 等 の 有 機 物 を 分 解 処 理 す る 有 機 物 処 理 装 置 に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  従 来 か ら 、 厨 房 か ら 排 出 さ れ る 生 ゴ ミ 等 の 有 機 物 を 、 お が 屑 等 の 担 体 に 培 養 さ れ る 微 生
物 に よ り 分 解 処 理 す る よ う に し た 有 機 物 処 理 装 置 が 、 生 ゴ ミ 処 理 機 等 の 名 称 で 実 用 化 さ れ
て い る 。 そ の よ う な 有 機 物 処 理 装 置 で は 、 処 理 槽 内 に 攪 拌 翼 を 設 け 、 そ れ に よ り 処 理 物 を
攪 拌 し な が ら 、 微 生 物 に よ り 分 解 処 理 を 行 う よ う に し て い る 。 そ の 際 、 温 度 セ ン サ で 処 理
槽 の 温 度 を 検 知 し 、 制 御 装 置 で ヒ ー タ を オ ン オ フ 制 御 す る こ と に よ り 、 処 理 槽 内 を 適 正 な
温 度 範 囲 、 例 え ば 、 ４ ０ ～ ７ ０ ℃ の 範 囲 内 に 収 ま る よ う に し て 、 微 生 物 を 活 性 化 し 、 効 率
的 な 処 理 を 行 わ せ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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  従 来 、 処 理 槽 内 を 保 温 す る た め 、 ニ ク ロ ム 線 を 用 い た ヒ ー タ を 処 理 槽 の 外 面 に 貼 り 付 け
た り 、 温 風 ヒ ー タ で 処 理 槽 内 に 温 風 を 吹 き 込 ん だ り す る 等 、 様 々 な 加 熱 方 式 が 採 用 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 こ の よ う な 有 機 物 処 理 装 置 に 関 連 す る 従 来 の 文 献 と し て は 、 例 え ば 、 次 の よ う な
も の が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ８ ９ ４ ５ ８ 号 公 報 （ Ｆ ２ ６ Ｂ 　 ２ ３ ／ ０ ２ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ６ ０ ４ ２ 号 公 報 （ Ｂ ０ ９ Ｂ 　 ３ ／ ０ ０ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
  そ の よ う な 有 機 物 処 理 装 置 で は 、 運 転 中 に 、 ゴ ミ の 過 多 や モ ー タ の 故 障 等 、 何 ら か の 理
由 で 攪 拌 翼 が 停 止 す る と 、 加 熱 は そ の ま ま 継 続 さ れ る た め 、 処 理 槽 内 の 有 機 物 が 過 熱 状 態
に な り 、 可 燃 ガ ス 等 が 発 生 し た り 、 最 悪 の 場 合 に は 発 火 ， 爆 発 に 至 っ た り す る 可 能 性 も あ
る 。 特 に 、 処 理 量 が 多 い 業 務 用 の 有 機 物 処 理 装 置 で は 、 そ の 可 能 性 が 高 く な る 。 し か し な
が ら 、 上 記 従 来 の 有 機 物 処 理 装 置 で は 、 攪 拌 翼 が 停 止 し て も 、 そ れ を 検 知 す る 手 段 が な い
た め 、 事 故 に な る 前 に 安 全 処 置 を 施 す こ と が で き な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
  本 発 明 は 、 そ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み 、 運 転 中 に 攪 拌 翼 が 停 止 し た と き 、 そ れ を 検 知 し て
、 加 熱 を 停 止 さ せ 、 事 故 の 発 生 を 未 然 に 防 止 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　  前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 願 の 請 求 項 １ に か か る 有 機 物 処 理 装 置 の 発 明 は 、 処 理 対
象 の 有 機 物 を 入 れ る 処 理 槽 と 、 該 処 理 槽 内 で 回 転 し 、 処 理 槽 内 の 有 機 物 を 攪 拌 す る 攪 拌 翼
と 、 前 記 処 理 槽 内 部 を 加 熱 す る 加 熱 装 置 と 、 前 記 処 理 槽 の 温 度 を 検 知 す る 第 １ の 温 度 セ ン
サ と 、 該 第 １ の 温 度 セ ン サ の 出 力 に 基 づ い て 前 記 ヒ ー タ 装 置 の オ ン オ フ を 制 御 し て 前 記 処
理 槽 内 の 有 機 物 の 温 度 を 所 定 の 範 囲 内 に 維 持 す る 制 御 装 置 と を 具 え た 有 機 物 処 理 装 置 で あ
っ て 、 前 記 処 理 槽 下 部 に 第 ２ の 温 度 セ ン サ を 設 け 、 前 記 制 御 装 置 は 、 第 ２ の 温 度 セ ン サ の
検 知 温 度 の 上 昇 率 が 所 定 値 以 上 に な っ た と き 、 前 記 加 熱 装 置 を オ フ に す る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
  ま た 、 本 願 の 請 求 項 ２ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 １ に か か る 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ の 温
度 セ ン サ と 第 ２ の 温 度 セ ン サ を 一 つ の 温 度 セ ン サ で 実 現 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  ま た 、 本 願 の 請 求 項 ３ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に か か る 発 明 に お い て 、 換 気 扇
付 き の 室 内 に 設 置 さ れ た 有 機 物 処 理 装 置 で あ っ て 、 前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 温 度 セ ン
サ の 検 知 温 度 の 上 昇 率 が 所 定 値 以 上 に な っ た と き 、 前 記 換 気 扇 を 作 動 さ せ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
  ま た 、 本 願 の 請 求 項 ４ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 １ ， ２ 又 は ３ に か か る 発 明 に お い て 、 前
記 第 ２ の 温 度 セ ン サ の 検 知 温 度 の 上 昇 率 が 所 定 値 以 上 に な っ た と き 、 そ の 時 の 日 時 を 記 憶
す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　   ま た 、 本 願 の 請 求 項 ５ に か か る 有 機 物 処 理 装 置 の 発 明 は 、 処 理 対 象 の 有 機 物 を 入 れ る
処 理 槽 と 、 該 処 理 槽 内 で 回 転 し 、 処 理 槽 内 の 有 機 物 を 攪 拌 す る 攪 拌 翼 と 、 前 記 処 理 槽 内 部
を 加 熱 す る 加 熱 装 置 と 、 前 記 処 理 槽 の 温 度 を 検 知 す る 第 １ の 温 度 セ ン サ と 、 該 第 １ の 温 度
セ ン サ の 出 力 に 基 づ い て 前 記 ヒ ー タ 装 置 の オ ン オ フ を 制 御 し て 前 記 処 理 槽 内 の 有 機 物 の 温
度 を 所 定 の 範 囲 内 に 維 持 す る 制 御 装 置 と を 具 え た 有 機 物 処 理 装 置 で あ っ て 、 前 記 攪 拌 翼 の
回 転 数 を 検 知 す る 手 段 を 設 け 、 前 記 制 御 装 置 は 、 攪 拌 翼 の 回 転 数 が 所 定 値 以 下 に な っ た と
き 、 前 記 加 熱 装 置 を オ フ に す る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
  ま た 、 本 願 の 請 求 項 ６ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ５ に か か る 発 明 に お い て 、 換 気 扇 付 き の
室 内 に 設 置 さ れ た 有 機 物 処 理 装 置 で あ っ て 、 前 記 制 御 装 置 は 、 攪 拌 翼 の 回 転 数 が 所 定 値 以
下 に な っ た と き 、 前 記 換 気 扇 を 作 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  ま た 、 本 願 の 請 求 項 ７ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ５ 又 は ６ に か か る 発 明 に お い て 、 攪 拌 翼
の 回 転 数 が 所 定 値 以 下 に な っ た と き 、 そ の 時 の 日 時 を 記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
  本 発 明 の 有 機 物 処 理 装 置 は 、 次 の よ う な 効 果 を 奏 す る 。
  す な わ ち 、 請 求 項 １ に か か る 発 明 に お い て は 、 処 理 対 象 の 有 機 物 を 入 れ る 処 理 槽 と 、 該
処 理 槽 内 で 回 転 し 、 処 理 槽 内 の 有 機 物 を 攪 拌 す る 攪 拌 翼 と 、 前 記 処 理 槽 内 部 を 加 熱 す る 加
熱 装 置 と 、 前 記 処 理 槽 の 温 度 を 検 知 す る 第 １ の 温 度 セ ン サ と 、 該 第 １ の 温 度 セ ン サ の 出 力
に 基 づ い て 前 記 ヒ ー タ 装 置 の オ ン オ フ を 制 御 し て 前 記 処 理 槽 内 の 有 機 物 の 温 度 を 所 定 の 範
囲 内 に 維 持 す る 制 御 装 置 と を 具 え た 有 機 物 処 理 装 置 に お い て 、 処 理 槽 下 部 に 第 ２ の 温 度 セ
ン サ を 設 け 、 第 ２ の 温 度 セ ン サ の 検 知 温 度 の 上 昇 率 が 所 定 値 以 上 に な っ た こ と で 攪 拌 翼 が
停 止 し た こ と を 検 知 し 、 加 熱 装 置 を オ フ に す る よ う に し た 。 そ の 結 果 、 運 転 中 に 攪 拌 翼 が
停 止 し て も 、 事 故 の 発 生 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に か か る 発 明 に お い て は 、 請 求 項 １ に か か る 有 機 物 処 理 装 置 に お い て 、
第 １ の 温 度 セ ン サ と 第 ２ の 温 度 セ ン サ を 一 つ の 温 度 セ ン サ で 実 現 し た の で 、 温 度 セ ン サ を
一 つ 削 減 で き 、 コ ス ト 低 減 が 図 れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に か か る 発 明 に お い て は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に か か る 有 機 物 処 理 装 置 に お
い て 、 換 気 扇 付 き の 室 内 に 設 置 さ れ た 有 機 物 処 理 装 置 に お い て 、 第 ２ の 温 度 セ ン サ の 検 知
温 度 の 上 昇 率 が 所 定 値 以 上 に な っ た と き 、 前 記 換 気 扇 を 作 動 さ せ る よ う に し た の で 、 攪 拌
翼 が 停 止 し 、 処 理 槽 の 処 理 有 機 物 が 過 熱 状 態 に な っ て 、 可 燃 ガ ス 等 が 発 生 し て も 、 そ れ ら
は 室 内 か ら 排 気 さ れ る た め 、 発 火 ， 爆 発 等 の 危 険 が な く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に か か る 発 明 に お い て は 、 請 求 項 １ ， ２ 又 は ３ に か か る 有 機 物 処 理 装 置
に お い て 、 第 ２ の 温 度 セ ン サ の 検 知 温 度 の 上 昇 率 が 所 定 値 以 上 に な っ た と き 、 そ の 時 の 日
時 を 記 憶 す る よ う に し た の で 、 必 要 に 応 じ て 、 異 常 が 発 生 し た 日 時 を 確 認 す る こ と が で き
、 管 理 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に か か る 発 明 に お い て は 、 処 理 対 象 の 有 機 物 を 入 れ る 処 理 槽 と 、 該 処 理
槽 内 で 回 転 し 、 処 理 槽 内 の 有 機 物 を 攪 拌 す る 攪 拌 翼 と 、 前 記 処 理 槽 内 部 を 加 熱 す る 加 熱 装
置 と 、 前 記 処 理 槽 の 温 度 を 検 知 す る 第 １ の 温 度 セ ン サ と 、 該 第 １ の 温 度 セ ン サ の 出 力 に 基
づ い て 前 記 ヒ ー タ 装 置 の オ ン オ フ を 制 御 し て 前 記 処 理 槽 内 の 有 機 物 の 温 度 を 所 定 の 範 囲 内
に 維 持 す る 制 御 装 置 と を 具 え た 有 機 物 処 理 装 置 に お い て 、 攪 拌 翼 の 回 転 数 を 検 知 す る 手 段
を 設 け 、 攪 拌 翼 の 回 転 数 が 所 定 値 以 下 に な っ た と き 、 加 熱 装 置 を オ フ に す る よ う に し た 。
そ の 結 果 、 運 転 中 に 攪 拌 翼 が 停 止 し て も 、 事 故 の 発 生 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に か か る 発 明 に お い て は 、 請 求 項 ５ に か か る 有 機 物 処 理 装 置 に お い て 、
換 気 扇 付 き の 室 内 に 設 置 さ れ た 有 機 物 処 理 装 置 に お い て 、 攪 拌 翼 の 回 転 数 が 所 定 値 以 下 に
な っ た と き 、 前 記 換 気 扇 を 作 動 さ せ る よ う に し た の で 、 攪 拌 翼 が 停 止 し 、 処 理 槽 の 処 理 有
機 物 が 過 熱 状 態 に な っ て 、 可 燃 ガ ス 等 が 発 生 し て も 、 そ れ ら は 室 内 か ら 排 気 さ れ る た め 、
発 火 ， 爆 発 等 の 危 険 が な く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に か か る 発 明 に お い て は 、 請 求 項 ５ 又 は ６ に か か る 有 機 物 処 理 装 置 に お
い て 、 攪 拌 翼 の 回 転 数 が 所 定 値 以 下 に な っ た と き 、 そ の 時 の 日 時 を 記 憶 す る よ う に し た の

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-268366 A 2007.10.18



で 、 必 要 に 応 じ て 、 異 常 が 発 生 し た 日 時 を 確 認 す る こ と が で き 、 管 理 が 容 易 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
  以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 有 機 物 処 理 装 置 の 概 略 側 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 そ の 内 部 平 面 図 で あ
る 。 図 １ ， 図 ２ に お い て 、 １ は 、 生 ゴ ミ 等 の 有 機 物 を 入 れ て 分 解 処 理 を 行 う た め の 処 理 槽
、 ２ は 、 生 ゴ ミ 等 の 有 機 物 を 攪 拌 す る た め の 攪 拌 翼 、 ３ は 、 攪 拌 翼 ２ を 回 転 さ せ る た め の
攪 拌 軸 、 １ ２ は 、 攪 拌 軸 ３ を 駆 動 す る た め の モ ー タ 、 １ ３ は 、 モ ー タ １ ２ の 回 転 力 を 攪 拌
軸 ３ に 伝 え る た め の ベ ル ト で あ る 。 な お 、 １ １ は 、 生 ゴ ミ 等 の 有 機 物 を 処 理 槽 １ に 投 入 す
る 際 に 、 投 入 口 を 開 閉 す る 蓋 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 モ ー タ １ ２ は 、 後 述 す る 制 御 装 置 に よ り 、 ３ 分 程 度 の サ イ ク ル で 、 正 転 と 反 転 を 交 互 に
繰 り 返 し て 運 転 さ れ 、 そ れ に よ り 、 攪 拌 翼 ２ は 、 正 転 と 反 転 を 交 互 に 繰 り 返 し て 、 処 理 槽
１ 内 に 入 れ ら れ た 生 ゴ ミ 等 の 有 機 物 を 満 遍 な く 攪 拌 す る 。 処 理 槽 １ 内 部 の 空 気 は 、 処 理 槽
１ 上 部 の 吸 い 込 み 口 か ら 吸 い 込 み 、 ヒ ー タ 装 置 ４ を 通 し て 加 熱 す る 。 ヒ ー タ 装 置 ４ に は 、
ヒ ー タ と 脱 臭 用 の 触 媒 が 設 け ら れ て い て 、 そ れ を 通 過 す る 空 気 は 、 加 熱 と 同 時 に 脱 臭 さ れ
て か ら 、 配 管 ５ を 通 し て 加 熱 空 間 ７ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 加 熱 空 間 ７ は 、 前 後 を 有 機 物 処 理 装 置 の 外 装 ケ ー ス 、 左 右 両 側 を 隔 壁 ６ ， ６ で 仕 切 ら れ
て い て 、 上 方 は 、 処 理 槽 １ の 底 部 で 覆 わ れ て い る 。 そ の 加 熱 空 間 ７ に 加 熱 ・ 脱 臭 さ れ た 空
気 が 送 ら れ て く る と 、 そ の 熱 で 処 理 槽 １ の 底 部 を 加 熱 し 、 処 理 槽 １ 内 の 有 機 物 を 加 熱 す る
。 そ の よ う に し て 処 理 槽 １ を 加 熱 し て か ら 、 加 熱 空 間 ７ 内 の 空 気 は 、 フ ァ ン ８ に よ り 吸 い
出 さ れ て 外 部 に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ の よ う な 処 理 槽 １ の 側 壁 に 温 度 セ ン サ ９ ， １ ０ を 設 け 、 そ の 内 の 一 つ の 温 度 セ ン サ ９
は 、 処 理 槽 １ の 中 央 よ り や や 高 い 位 置 に 設 け 、 そ の 検 知 温 度 に よ り ヒ ー タ 装 置 ４ の オ ン オ
フ を 制 御 し て 、 処 理 槽 １ 内 の 有 機 物 の 温 度 を 所 定 の 範 囲 内 に 維 持 す る 。 ま た 、 も う 一 方 の
温 度 セ ン サ １ ０ は 、 処 理 槽 １ 下 部 外 側 の 、 加 熱 空 間 ７ よ り 上 に 位 置 す る 部 分 に 設 け 、 前 記
制 御 装 置 は 、 温 度 セ ン サ １ ０ の 検 知 温 度 の 上 昇 率 が 所 定 値 以 上 に な っ た 否 か で 攪 拌 翼 ２ の
回 転 が 停 止 し て い る か 否 か を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ の 検 出 原 理 を 説 明 す る 。 図 １ 中 、 攪 拌 翼 ２ は 、 処 理 槽 １ 内 で 正 転 と 反 転 を 交 互 に 繰 り
返 す が 、 処 理 槽 １ の 加 熱 は 底 部 か ら 行 わ れ る た め 、 処 理 槽 １ 内 に 有 機 物 が 適 正 量 あ れ ば 、
正 転 （ 時 計 方 向 ） 時 に は 、 有 機 物 は 、 底 部 で 加 熱 さ れ た 後 、 一 旦 、 上 方 に 押 し 上 げ ら れ て
か ら 温 度 セ ン サ １ ０ の 方 に 下 が っ て く る た め 、 温 度 が あ る 程 度 低 下 し て か ら 温 度 セ ン サ １
０ の 位 置 に 達 す る 。 一 方 、 反 転 （ 反 時 計 方 向 ） 時 に は 、 有 機 物 は 、 底 部 で 加 熱 さ れ た 後 、
温 度 が 高 い ま ま 温 度 セ ン サ １ ０ の 位 置 に 達 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ の 関 係 を 、 図 ３ を 使 っ て 説 明 す る 。 図 ３ に お い て 、 時 点 Ｔ １ か ら 時 点 Ｔ ２ ま で の 期 間
は 、 攪 拌 翼 ２ が 正 転 し て い る 期 間 、 時 点 Ｔ ２ か ら 時 点 Ｔ ３ ま で の 期 間 は 、 攪 拌 翼 ２ が 反 転
し て い る 期 間 で あ る 。 時 点 Ｔ １ で 攪 拌 翼 ２ の 回 転 が 反 転 か ら 正 転 に 切 り 替 わ る 関 係 上 、 時
点 Ｔ １ の 直 後 は 、 温 度 セ ン サ １ ０ の 検 出 温 度 は 大 き く 変 化 す る が 、 そ の 後 は 、 上 記 し た 理
由 で 、 相 対 的 に 低 い 温 度 領 域 で 小 さ い 変 化 を 繰 り 返 す 。 そ し て 、 時 点 Ｔ ２ で 攪 拌 翼 ２ の 回
転 が 正 転 か ら 反 転 に 切 り 替 わ る と 、 回 転 を 切 り 替 え た 直 後 は 、 温 度 セ ン サ １ ０ の 検 出 温 度
は 大 き く 変 化 す る が 、 そ の 後 は 、 相 対 的 に 高 い 温 度 領 域 で 小 さ い 変 化 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ れ に 対 し て 、 運 転 中 に 時 点 Ｔ ４ で 攪 拌 翼 ２ の 回 転 が 停 止 す る と 、 処 理 槽 １ 内 の 有 機 物
の 回 転 も 止 ま っ て し ま う 一 方 、 ヒ ー タ 装 置 ４ に よ る 加 熱 は 継 続 さ れ る た め 、 温 度 セ ン サ １
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０ の 検 知 温 度 は 上 昇 し て い く 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ こ で 、 攪 拌 翼 ２ の 回 転 方 向 が 切 り 替 わ る 時 点 Ｔ １ ， Ｔ ２ ， Ｔ ３ ， ・ ・ ・ か ら 、 温 度 セ
ン サ １ ０ の 検 出 温 度 が 落 ち 着 く に 十 分 な 時 間 Δ Ｔ だ け 経 過 し た 時 点 か ら 所 定 の 間 隔 で 温 度
セ ン サ １ ０ の 検 出 温 度 ｔ ０ ， ｔ １ ， ｔ ２ ， ｔ ３ ， ｔ ４ を サ ン プ リ ン グ し 、 最 初 の 検 出 温 度
ｔ ０ に 対 す る 後 続 の 検 出 温 度 ｔ １ ， ｔ ２ ， ｔ ３ ， ｔ ４ の 変 化 率 を 算 出 し 、 そ の 変 化 率 が 所
定 値 を 超 え る こ と が あ っ た ら 、 攪 拌 翼 ２ の 回 転 が 停 止 し て い る と 判 定 す る 。 た だ 、 所 定 値
を 超 え る こ と が １ 回 あ っ た だ け で 判 定 す る と 、 ノ イ ズ 等 に よ る 誤 検 出 の 可 能 性 も あ り う る
の で 、 所 定 値 を 超 え る こ と が 複 数 回 あ っ た こ と を 条 件 と し て 判 定 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
  図 ４ は 、 本 発 明 の 有 機 物 処 理 装 置 の 制 御 装 置 の 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 符 号 は 、 図 １ ，
図 ２ の も の と 対 応 し て お り 、 １ ６ は 、 有 機 物 処 理 装 置 の 操 作 部 、 １ ７ は 、 有 機 物 処 理 装 置
が 設 置 さ れ た 部 屋 に 設 置 さ れ た 換 気 扇 で あ る 。 制 御 装 置 １ ４ は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ で
構 成 さ れ 、 常 時 は 、 モ ー タ １ ２ を 所 定 の 時 間 間 隔 （ 例 え ば 、 ３ 分 ） で 正 転 と 反 転 を 交 互 に
繰 り 返 し て 運 転 す る と と も に 、 温 度 セ ン サ ９ の 検 知 温 度 に 基 づ い て 、 ヒ ー タ 装 置 ４ と フ ァ
ン ８ を 制 御 し て 、 処 理 槽 １ 内 の 有 機 物 の 温 度 を 所 定 の 範 囲 内 に 維 持 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 制 御 装 置 １ ４ は 、 さ ら に 、 モ ー タ １ ２ の 回 転 方 向 を 切 り 替 え て か ら 所 定 時 間 Δ Ｔ だ け 経
過 し た 時 点 か ら 所 定 の 間 隔 で 温 度 セ ン サ １ ０ の 検 出 温 度 ｔ ０ ， ｔ １ ， ｔ ２ ， ｔ ３ ， ｔ ４ を
サ ン プ リ ン グ し 、 最 初 の 検 出 温 度 ｔ ０ に 対 す る 後 続 の 検 出 温 度 ｔ １ ， ｔ ２ ， ｔ ３ ， ｔ ４ の
変 化 率 を 算 出 す る 。 そ し て 、 そ の 変 化 率 が 所 定 値 を 超 え る こ と が 複 数 回 、 例 え ば ３ 回 あ っ
た ら 、 攪 拌 翼 ２ の 回 転 が 停 止 し て い る と 判 断 し て 、 ヒ ー タ 装 置 ４ と フ ァ ン ８ を 停 止 さ せ て
、 安 全 を 確 保 す る 。 さ ら に 、 当 該 有 機 物 処 理 装 置 が 設 置 さ れ て い る 部 屋 の 換 気 扇 １ ７ を 回
転 さ せ て 、 室 内 の 空 気 を 外 に 排 出 す る 。 そ の よ う に す れ ば 、 攪 拌 翼 ２ が 停 止 し 、 処 理 槽 １
の 処 理 有 機 物 が 過 熱 状 態 に な っ て 、 可 燃 ガ ス 等 が 発 生 し て も 、 そ れ ら は 室 外 へ 排 出 さ れ る
た め 、 発 火 ， 爆 発 等 の 危 険 が な く な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 攪 拌 翼 ２ の 回 転 停 止 が 起 き た 日 時 と 、 検 出 し た 最 高 温 度 等 を 、 記 憶 装 置 １ ５ に
記 録 す る 。 そ の 後 、 有 機 物 処 理 装 置 の 管 理 者 や 作 業 員 は 、 必 要 に 応 じ て 、 操 作 部 １ ６ の キ
ー を 操 作 し て 、 記 憶 装 置 １ ５ か ら 異 常 記 録 を 読 み 出 し て 、 操 作 部 １ ６ の 表 示 器 に 表 示 す る
こ と が で き 、 管 理 に 生 か す こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 実 施 例 で は 、 処 理 槽 １ 下 部 外 側 に 温 度 セ ン サ １ ０ を 設 け 、 そ の 検 知 温 度 の 上 昇 率 が
所 定 値 以 上 に な っ た か 否 か で 攪 拌 翼 ２ の 回 転 が 停 止 し て い る か 否 か を 検 出 す る よ う に し た
が 、 処 理 槽 １ に 、 攪 拌 翼 ２ の 回 転 状 態 を 直 接 検 知 す る 検 出 器 を 設 け 、 攪 拌 翼 ２ の 回 転 数 が
所 定 値 よ り 小 さ く な っ た と き 、 ヒ ー タ 装 置 ４ と フ ァ ン ８ を 停 止 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ の 際 、 攪 拌 翼 ２ の 回 転 不 良 検 出 に 連 動 さ せ て 換 気 扇 を 回 し た り 、 記 憶 装 置 に 発 生 日 時
等 を 記 録 し た り で き る の は 、 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 有 機 物 処 理 装 置 の 概 略 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 有 機 物 処 理 装 置 の 内 部 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 温 度 セ ン サ １ ０ の 検 出 温 度 の 変 化 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 有 機 物 処 理 装 置 の 制 御 装 置 の 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 １ … 処 理 槽
　 　 ２ … 攪 拌 翼

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-268366 A 2007.10.18



　 　 ４ … ヒ ー タ 装 置
　 　 ７ … 加 熱 空 間
　 　 ８ … フ ァ ン
　 　 ９ ， １ ０ … 温 度 セ ン サ
　 　 １ ２ … モ ー タ
　 　 １ ３ … ベ ル ト
　 　 １ ５ … ブ ザ ー
　 　

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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